
令和 7年度第３回 こち亀記念館地域協議会 議事録  

 

日  時：令和８年２月 12 日（木）午後６時 30分～午後８時 

会  場：亀有地区センター ホール 

出席委員：24名出席、10名欠席 

出 席 者：赤松委員、浅沼委員、梅田委員、大川委員、小河原委員、小口委員、小室委員 

（オブザーバー）、佐藤（修）委員、佐藤（尚）委員、佐野委員、千賀委員、 

鳥山（郁）委員、鳥山（太）会長、中田委員、長谷部委員、花島委員、羽根田 

委員、平岩副会長、廣田委員、藤野委員、松原委員、鞠子委員、𠮷田（和）委員、 

吉田（峰）委員                  （五十音順）24名出席 

事 務 局：矢内観光課長、中村観光担当係長、阿部商業振興係長、 

武田、林、佐藤、アクティオ（株）（こち亀記念館運営等業務受注者） 

 

議  題：〇報告事項 

     （１）こち亀記念館関連事業 令和７年度状況報告 

     （２）こち亀記念館１周年記念イベントについて 

     （３）令和８年度実施事項について 

〇協議事項 

（１）こち亀連載 50 周年に向けて 

 

<配布資料> 

【資料１】こち亀記念館関連事業 令和７年度状況報告 

 資料１－別紙１ 令和７年 10 月～令和８年１月 運営報告 

【資料２】こち亀記念館１周年記念イベントについて 

【資料３】令和８年度実施事項について 

 こち亀記念館 令和８年度 業務計画書 

【資料４】こち亀連載 50周年に向けて 

【参考資料】こち亀記念館地域協議会委員名簿 

 ご意見シート 

  

 

 

 

 

 

 



 

1. 開会 

 

2. 挨拶 

 初出席者の自己紹介を行った。 

3. 議題 

＜報告事項＞ 

 事務局、こち亀記念館運営等業務受注者から、（１）こち亀記念館関連事業 令和７年度

状況報告（２）こち亀記念館１周年記念イベント（３）令和８年度実施事項についての３件

説明を行った。 

質疑要旨 

 ・こち亀記念館で小中学校などの受け入れは可能か。例えば職場体験などはどうか。 

 ⇒（事務局回答）ぜひ、子供たちを受け入れるような企画はしていきたい。具体的に実施

したい内容があれば、観光課に相談してほしい。 

 ・こち亀と関わることが難しい店舗への支援について、来年度の施策などはあるのか。入

館券やポスターを活用した店舗割引など、イベント時だけでなく、継続的な回遊施策の

一環として検討してほしい。 

 ・各商店が独自に企画しても良いのではと感じている。商店街イベントで実施しているよ

うな、ポスター割引という方法もある。 

 ⇒（事務局回答）亀有地域で発行されているチラシなどは記念館でも配布し、引き続き亀

有情報は PR していきたいと考えている。また、版権との調整もあるが、１周年イベン

トではこち亀非コラボ店舗と協力して実施を考えている内容もある。その際にサービ

スなどの展開も検討できるのではないかと考えている。 

 ・「こち亀記念館移動派出所」は個店や企業イベントにも出張が可能か。 

 ⇒（事務局回答）特定の店舗や企業への出張は難しいが、地域や学校イベントへの協力と

いう形で出張検討可能と考えている。こち亀記念館移動派出所を稼働させた意図とし

ても、ぜひ地域との繋がりを作っていきたい。 

 

＜協議事項＞ 

（１）こち亀連載 50 周年に向けて 

 事務局から（１）こち亀連載 50周年について説明を行った後、各団体等における周年に

対する取り組みについて情報提供をお願いした。 

各団体等における取り組み 

・亀有香取神社 

10 月に鎮座 750 年の記念体制を予定しており、その際に、こち亀の素材などを使用し

た新しい御朱印を作成したいと考えている。 



・アリオ亀有 

３月で開業 20周年を迎え、通年で周年祭を展開していく予定である。施設内のスペー

スをお貸しするなど、地域にご協力できる部分があると考えている。 

・亀有商店街協議会 

１周年イベントのタイミングで新商品の発表や、商店街フラッグ、駅柱広告の更新など

を考えている。また、50 周年に向けた具体的な取り組みについては、今後観光課と協議

して進めていく。 

意見要旨 

・亀有まつりには来年度もこち亀記念館移動派出所の出展をお願いしたい。 

・盛り上がりを考えると、こち亀のコスプレをして商店街の回遊や、過去に実施したそっく

りさんコンテストを実施するのも良いのでないか。 

・地域を知るきっかけ作りとして、社会科見学の受け入れを積極的に実施するのがよいので

はないか。受け入れは亀有の小学校などがメインとなるのか。 

⇒（事務局回答）初めは亀有からと考えているが、当然葛飾区内の方々にこち亀記念館を認

知していただきたいのでアプローチの幅は広げていくと考えている。本日いただいた意

見をふまえ、来年度の 50周年企画を検討する。 

 

4. 今後の予定 

次回は令和８年度第１回目の会議を５月下旬に予定している旨説明。 

 

5. 総評（オブザーバー） 

他の事例と比較すると「こち亀」作品がちょうど連載 50 周年を迎えることは追い風であ

るため、２年目を迎える本施設の施策に上手く活用してほしい。 

 また、亀有は千代田線が通っており、湯島や根津といった花の名所と地続きになっている。

花の名所は観光客で大変賑わうため、亀有への誘客に繋がるよう、交通機関と連携できると

良い。 

 

6. 閉会 


